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G3 平成 22年度活動報告

大森

[ 1]活動目的

本ブ口ジェクトにおいてグループ 3(G3)の

めざす設終ゴールは. r筑波大学の共通体育に

おける再構築モデルの実践と評価jである。こ

れは筑波大学体育センターの教育活動を中

心とした 1大学体育iの過去の総括と現状把握j

を匡的とする G1の活動と. r大学体育カリキ

ュラムモデルの再構築jを目的とする G2の活

動との延長線上に位置付けられる。

平成 21年度において. G3では「評価方法の

擁立に向けた情報収集」を行った。平成 22年

!支においては.再構築モデルにおけるカリキュ

ラム評偲のグランドデザインを構築するとも

にその一部に位援づけられる[学生による

業評価jの諦査表の作成することを目的とした。

また平成 22年度から実施されているグローパ

ル30プログラムに対応すべく. r学生による授

業評価J(英語版)の作成も併:せて自的とした。

さらに. r教員による授業の自己評価J.r教員

柑互による授業評価J.r教員による成績評価J.

「学生・教員・教員相互による単元評価jの調

査表作成を視野に入れることとした。

[2]構成員

。大森肇，小俣幸嗣. 111 田幸雄，榎本靖士，

坂本昭裕，平山素子，本間三和子，安藤真太郎，

鍋111隆弘，小田梓，内野洋介，武自i削

[3]活動報告

1 ) 

定例会議を中心として 121p]の G3

(年度内に第 13Ibl.第 1411"Jを予定)を持可能した。

また. G:3の構成メンバーを顕在的カリキュラ

ム評怖，成績評11ll1.授業評価， 単元評価のp可つ

のワーキンググループ (WG) に分け，役割を

分担した。また，各 W Gにおいて活発な

と作業が行われた事が報告された。

概要は以下の通りである。

第 1留(平成 22年 7昆13日):パイ口ットス

タデイ一実施にむけてのお宝i論(11寺 j~J.

!::j.測定項目)

第 2自(平成 22年 7月初日): 1) SPERT 

コア会議 (7/15) からの要望事項の報告(パイ

ロットスタデイーにおける Pre測定の意義につ

いての議論の必要性，評価のグランドデザイン

の提示). 2) 今年度の方針とアクションプラ

ンについての検討

第 3回(平成 22年 9月27自): 1)再構築モ

デルにおけるカリキュラム評価のグランドデザ

イン案の提示と議論. 2) W Gの編成(顕在的

カリキュラム評価 :0坂本，小日3) (成績評価

。山田，鍋山，武田) (授業評価 :0大森，小俣，

平iJJ. 小田) (単元評価 :0本間，安藤，門野)

第 4呂(平成 22年 10月25B) : 1) 各 WG

の課題と工程案の提示. 2) r成綴評価 WGJ

報告(現状における成績評価分析の方法につい
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て). 3) r授業評filliWGJ報告 (r学生による

授業評価J.r教員による授業の自己評価J.r教
員相互による授業評価Jに関する役割分担の決

定ならびに各評価内容の擦り合わせの必要?生)

第 5回(平成 22年 11月8日): 1) r学生に

よる授業評価 (G3版)J (案):現行授業評価，

G1による卒業生アンケート，大学体育連合「大

学体育の自己点検・ I~I 己評価ハンドブック J.

G2による「筑波体育」を参考にした質問項目

の設定. 2)それらの質問項告に関する議論

第 6回(平成 22年 11月228):前回会議後

の「授業M"'HilliWGJにおいて修正された質問項

日についてのさらなる議論

第 7屈(平成 22年 12月6日): 1) r学生に

よる授業評価 (G3版)J実施にむけての議論

(r学生による授業評価 (G3版)Jと「現行授業

評イiIliJを今後どのように実施していくかの議論，

重複部分の扱いや両者の統合などについて正諜

体育委員会との議論の必要性). 2) r成績評価

WGJによる「成績評filliに関する教員アンケー

トjの集計結果の報告

第 8回(平成 22年 12月13日): 1) r学生に

よる授業評価 (G3版)Jの質問項目に関するさ

らなる検討.2) r成畿評価 WGJ報告 (G2の「成

績詳細 WGJとの今後の共同作業について)

第 9回(平成 22年 1月12日): 1)正諜体脊

委員会 (1/7)における「学生による授業評価

(G3 ，坂)Jの提案とその結果に関する報告. 2) 

体育センター会議(1/12)における「学生によ

る授業評価 (G3版)Jに関する提案内容につい

ての議論

第 10泊(平成 22年 1月248) : 1)授業評

fI語 WG報告 (ν12の体育センター会議にて出

された「学生による授業評価 (G3版)Jに対す

る修正要望に関する検討の報告， 2)成績評価

WG報告 (r成績評価に関する教員アンケート j

の誠査結果を体育センター会議で報告する方向

性の確認)

第 11回(平成 23年 2F.l7日): 1) r学生に

よる授業評儲 (G3版)Jを実施中であることの

確認. 2) r学生による授業評価li(G3英語版)J

の作成経緯に関する説明と修正点についての検

討.3) r大学体育研究jに掲載する報告書等(3 

編)についての確認， 4) r教員による授業の

自己評価」に隠する議論. 5) r教員相互によ

る授業許伯iJに関する議論

第 12回(平成23年2月218) : 1 )実施中の「学

生による授業評価 (G3英語版)Jに関する補足

説明と確認、. 2) 授業評価 WG報告 (r教員相

互による授業評価Jの確立をめざす方針の報告，

3 )来年度に向けての G3の活動方針に関する

議論(潜在的カリキュラム評価は「こころ」と「か

らだ」に関する事項について実施する方針の提

案，必修体育のある筑波大学と必修体育のない

他大学との比較を実施する方針の提案，来年度

の呂本体育学会での発表予定の提案など)

2)活動成果

く研究成果報告書ー>

(1)坂本昭裕，小田梓，門野洋介，武田岡U.

大森肇，小俣幸嗣. UJ田幸雄，本間三和子，

平山素子，安藤真太郎，鍋山隆:弘:筑波大学

{本育センターにおけるカリキュラム許制iのグ

ランドデザインー授業評価を軸としたカリ

キュラム改善の提案一 大学体育研究， 33: 

83-91. 2011. 

(2) 小田梓，大森肇，坂本昭裕，小俣幸制，

平山素子:新カリキュラムに対応した学生

による授業評価作成の試み.大学体育研究，

33 : 93-100. 2011. 

(3) 大森肇:SPERfプロジェクト・グループ3

平成 22年度活動報告.大学体育研究. 33: 
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79-81， 2011 

く識査表>

共通科目「体育Jの授業に関する課査

(SPERTプロジェクト G3 学生用授業評錨〉

(2) Survey on the Common Subject “Physical 

Education" Classes (Class Evaluation by 

International Students in Global 30 Program) 

[4]今後の展望

平成 23年度は，今年度一定の成果を挙げた

「顕在的カワキュラム評価jの中の f授業評価iJ

について， r学生による授業評儲jばかりでな

く， r教員による授業の岳己許制iJと「教員棺

互による授業評錨Jを実施する予定である。ま

たイ教員による成績許制iJおよび「学生‘教員・

やよる単元評館」の実施もめざしてい

る。さらに， r潜在的カリキュラム評価Jにつ

いての検討を開始したい。

fすge

助

日本学術振興会科学研究費補

(A) (課題番号 21240060) のー

る。
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